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令和６年度福島市社会福祉審議会 第５回児童福祉専門分科会 議事録 

日  時 令和６年１１月２７日（水）１５時３０分～１６時３０分 

場  所 福島市保健福祉センター ５階 健康増進室 

出 席 者 

【１２名／１７名】 

・福島学院大学 福祉学部学部長・教授 田辺 稔 委員 

・福島市要保護児童対策地域協議会 遠藤 嘉邦 委員 

・福島市私立認可保育施設連合会 副会長 小賀坂 清子 委員 

・（一社）福島市私立幼稚園協会 理事 細谷 實 委員 

・福島地区小・中学校長会協議会 山本 巌 委員 

・福島市学童クラブ連絡協議会 会長 山田 和江 委員 

・福島市民生児童委員協議会主任児童委員連絡会 会長 古関 久美子 委員 

・（一社）福島県助産師会 常務理事 津田 裕子 委員 

・連合福島福島地区連合会 議長 菅井 謙一 委員 

・福島商工会議所 立花 由里子 委員 

・福島市町内会連合会 会長 佐藤 守 委員 

・福島市青少年健全育成推進会議 副会長 藤原 聡 委員 

内    容 

１ 開会 

 

２ こども未来部長 あいさつ 

 

３ 議事（議長：田辺稔委員） 

（１）福島市こども計画素案について 

・素案に対する意見等について資料１ 

※事務局より説明 

 

・素案修正（案）について 資料２、資料３ 

※事務局より説明 

 

【質疑応答】                                      

 

●立花委員 

説明を聞き逃してしまったかもしれないが、資料２（Ｐ９）の⑮ペアレント・トレーニングの

令和５年度の実績が８組とのことだが、この表を見ると単位が「人」となっている。これは１６

組ではなく１６人なのか。 

 

○事務局 

１６組となる。夫婦で参加する場合もあるため、組としている。 
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●藤原委員 

今の説明であれば、資料の単位は、「組」という表記にしたほうがいいのではないか。 

また、Ｐ１０の⑰乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）も、1日あたりということで

あれば、こちらもやはり「１日あたり」など分かりやすい単位表記にした方がいいのではないか

と思う。 

 

〇事務局 

単位表記については、再度整理をしたい。 

 

 

４ 今後のスケジュール 

・１２月４日まで素案に対する意見を受付けし、令和６年１２月２０日（金）から令和７年１ 

月２０日（月）までパブリックコメントを実施する。 

・令和７年３月に議会へ報告を行う。 

 

 

５ その他 

計画に対する意見については、１２月４日までに提出をお願いいたします。 

 

 

６ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


